
Ｚ会の総復習ドリル

6年生＋中学さきどり

問題を解き終わったら、 すぐに〇つけをしましょう。
間ちがえた問題は、 復習しましょう。

答えと
考え方

国語の答えは反対側から始まります。
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理 科 ……… 8

社 会 ……… 10

英 語 ……… 12
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算
　数

	 （1）	x×13＝52　x＝52÷13　x＝4
（2）	84 ＋ xをひとまとまりと考えます。
	 �84＋ x� ÷ 3＝ 31　84＋ x＝31× 3
	 84 ＋ x＝ 93　x＝ 93－ 84　x＝ 9
	 （2）	� 箱の重さ＋あめの重さ �（g）
	 	 ×製品の数（個）＝合計の重さ（g）
　だから、�x＋ 80� × 7＝ y
（3）	� 上底＋下底 �×高さ÷ 2＝台形の面積
　だから、�3＋ x� × y÷ 2＝ 18
	 （1）	対角線×対角線÷ 2＝ひし形の面積
　だから、15× x÷ 2＝ y
（2）y＝ 180だから、15× x÷ 2＝ 180
	 15 × x＝ 180× 2　15× x＝ 360
	 x＝ 360÷ 15　x＝ 24
　だから、対角線は 15cmと 24cmです。
	 （1）	ペットボトルx本のジュースの重さ（g）
	 ＋器の重さ（g）＝全体の重さ（g）
　だから、420× x＋ 550＝ y
（2）	（1）の式の xに 4をあてはめます。
（3）	2.65kg＝ 2650gだから、（1）の式の y
に 2650をあてはめると、
	 420 × x＋ 550＝ 2650
	 420 × x＝ 2650－ 550
	 420 × x＝ 2100
	 x＝ 2100÷ 420　x＝ 5

考 え 方
1

2

3

4

分数と整数のかけ算とわり算02

	 （1）	4　　（2）9
	 （1）	x× 23＝ y
	 （2）	�x＋ 80� × 7＝ y
	 （3）	�3 ＋ x� × y÷ 2＝ 18
	 （1）	15 × x÷ 2＝ y
	 （2）	［式］15 × x÷ 2＝ 180
	 	 ［答え］24cm
	 （1）	420 × x＋ 550＝ y
	 （2）	［式］420 × 4＋ 550＝ y
	 	 ［答え］2230g
	 （3）	［式］2.65kg＝ 2650g
	 	 　 	420 × x＋ 550＝ 2650
	 	 ［答え］5 本

答 え
1

2

3

4

	 （1） 5
12 	× 8＝	

5 × 8
2

1
3
2 	＝	

10
3

	 （3） 127 	÷ 4＝	
1
3
2

7 × 4
1

	＝	37

考 え 方

1

	 （1）103 	 3
1
3 		　　（2）6

	 （3）37 	　　（4）
3
22

	 ［式］	 43÷ 6＝	
2
9　　［答え］

2
9 	m

	 ［式］	 314 	× 4＝	
6
7　　［答え］

6
7 	kg

	 ［式］	 27 	÷ 4＝
1
14　　

1
14 	× 7＝	

1
2

	 ［答え］ 12 	L

	 ［式］	 158 	÷ 5＝	
3
8　　

3
8 	÷ 5＝	

3
40

	 ［答え］ 340

答 え

1

2

3

4

5

文字と式01算数
2～ 3ページ 4～ 5ページ

	 	 1 本のリボンの長さ＝リボンの長さ÷本数
	 	 全体の重さ＝ 1mあたりの重さ×長さ
2

3

	 	 4 枚
まい
で	 	Lの牛

ぎゅう
乳
にゅう
を使うので、

1枚だと、27 	÷ 4＝	
2
1

7 × 4
2

	＝	 114 	（L）

7枚作るために必要な牛乳の量は、

　 1
14 	× 7＝	

1 × 7
1

1
2
4 	＝	12 	（L）

	 	 ある分数に 5をかけると	 158 	になったの

で、158 	を 5でわるともとの分数になります。

したがって、もとの分数は、

　　158 	÷ 5＝	
1
3
5

8 × 5
1

	＝	38

正しい答えは、38 	÷ 5＝	
3

8 × 5 	＝	
3
40

4
2
7

5
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算
　数

分数のかけ算とわり算 比03 04

	 （4）	2 12 	×	0.7	÷	1
9
40 	＝	

5
2 	×	

7
10 	÷	

49
40

　＝	52 	×	
7
10 	×	

40
49 	＝	 	＝	107

	 たがやした花だんにまく肥料の量
＝ 1m 	あたりにまく肥料の量
	 ×たがやした花だんの面積

	 	 仕
し
入
い
れ値

ね
を 1とすると、利益の割

わり
合
あい
は	 15 		

だから、定価は、

　1100	×	 1＋	15 		＝1100	×	
6
5 	＝	

1
220
100 × 6
5
1

＝ 1320（円）
次に定価を 1
とすると、値

引きの割合が	 111 	だから、売り値は、

1320×	 1 －	 111 		＝ 1320 ×	
10
11 	＝ 1200（円）

考 え 方

1

5 × 7
1
× 4

4
0

2
1
× 1

1
0 × 4

7
9

2

4
2

5

	 　（2）	3 分 40 秒＝ 220 秒、1 分 50 秒＝
110秒だから、求める比は、220	：	110	＝	2	：	1

（3）	 110 	kg＝ 100gだから、求める比は、

450：100＝ �450÷ 50�：�100÷ 50�＝ 9：2

考 え 方
1

	 （1）	 12：27＝x：54	 （2）0.4：3＝6：x2

× 2

× 2

× 15

× 15

	 （1）	 16　　（2）
25
7 	 3

4
7 	　　（3）2

	 （4）	 107 	 1
3
7 	

	 ［式］	 3 13 	÷	
2
9 	＝ 15　　［答え］15 個

	 ［式］	 1417 	×	
6
7 	÷ 2＝	

6
17

	 ［答え］ 617 	m
2

	 ［式］	 9 13 	× 15×	
1
4 	＝ 35

	 ［答え］35L

	 ［式］	 1100 ×	 1 ＋15 		＝ 1320

	 	 1320 ×	 1 － 1
11 		＝ 1200

	 ［答え］1200 円

答 え

1

2

3

4

5

	 （1）	3：5　　（2）2：1　　（3）9：2
	 （1）	1	 （2）45
	 イ、ウ
	 ［式］1.6kg＝ 1600g

	 	 1600 ×	38 	＝ 600

	 	 1600 － 600＝ 1000
	 ［答え］砂

さ
糖
とう
；600g、水；1000g

	 （1）	9：8

	 （2）	［式］174×	 929 	＝54　174×	
12
29 	＝72

	 	 　 　174 ×	 829 	＝ 48

	 ［答え］Ａ；54個、Ｂ；72個、Ｃ；48個

答 え
1

2

3

4

5

6 ～ 7ページ 8～ 9ページ

11

1

定価1320円

1

売値？円

	 	 x＝	12 	× 2＝ 1	 x＝ 3× 15＝ 45

	 　7：2の比の値
あたい
は	 72 	です。比の値が等し

いものを選びます。
	 	（1）	Ａ、Ｂ、Ｃのびんに入っているビーズ
の数をそれぞれ a個、b個、c個とします。
a：bと b：cでは bが共通なので、bを 4
と 3の最小公倍数にそろえて考えます。
　a：b＝ 3：4＝�3×3�：�4×3� ＝ 9：12
　b：c＝ 3：2＝ �3×4�：�2×4�＝ 12：8
　したがって、a：b：c＝ 9：12：8

（2）	全部のビーズの個数の割
わり
合
あい
を 1 とすると

Ａには	 929、Ｂには	
12
29、Ｃには	

8
29 	の割合

でビーズが入っています。

3

5
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算
　数

	 	 12m＝ 1200cmだから、辺 BC の縮図	

上の長さは、1200×	 1400 	＝ 3（cm）です。	

三角形ＡＢＣの縮図を三角形 A;B;C;とする	
と、辺B;C;を3cm、角B;は90°、角C;は
40°です。辺 A;B;の長さをはかると 2.5cm
だから、建物の実際の高さは、
　2.5 × 400＝ 1000（cm）	＝10（m）
	 もとの三角形のまわりの長さは、
　2＋ 4＋ 5.8 ＝ 11.8（cm）なので、
　59÷ 11.8 ＝ 5より、5倍の拡大図です。
	 1km＝ 1000m＝ 100000cmだから、

この縮図の縮
しゅく
尺
しゃく
は、20÷100000＝ 1

5000

です。縮図での長方形の長さは縦
たて
も横も実際

の長さの	 15000 	になるので、

25000M2＝ 250000000cm2の公園の面
積は縮図上では、

250000000 ×	 15000 	×	
1
5000 	＝10（cm2）

考 え 方
2

3

4

	 　（1）	表より、x× yの値
あたい
がいつもきまっ

た数になるので、yは xに反比例します。
	 　（1）	この紙1枚

まい
の重さは6÷10＝0.6（g）

　紙 x枚の重さ（g）
＝紙 1枚の重さ（g）×紙の枚数 x（枚）

（2）	y＝ 0.6 × xに x＝ 100、x＝ 400
y＝ 420 をそれぞれあてはめて yの値と x
の値を求めます。

	 （1）	㋐のグラフより、x＝ 20のとき、
y＝ 30となるので、きまった数は、

　y÷ x＝ 30÷ 20＝	32
㋑のグラフより、x＝ 40 のとき、y＝ 30
となるので、きまった数は、

　y÷ x＝ 30÷ 40＝	34
（2）	（1）のそれぞれの式に x＝ 60 をあては
めて yの値を求め、重さのちがいを計算し
ます。㋐は 90g、㋑は 45gです。
	 　（1）	歯車Ａが 2回転したときの歯車Ｂの
回転数を b回転とすると、動く歯の数は同
じなので、
　80× 2＝ 20× b　　160＝ 20× b
　b＝ 160÷ 20　　b＝ 8

（2）	歯車Ａ、Ｂ、Ｃで、動く歯の数はどれも同
じなので、歯車ＡとＣで考えます。歯車Ａが
7回転したとき、歯車Ｃの回転数を c回転と
すると、動く歯の数は同じなので、
　80× 7＝ 40× c　　560＝ 40× c
　c＝ 560÷ 40　　c＝ 14

考 え 方
1

2

3

4

拡
かく

大
だい

図
ず

と縮
しゅく

図
ず

比例と反比例05 06

	 （1）	辺ＤＦ
　	（2）	辺ＥＦ…12cm、
	 	 辺ＡＣ…2cm
	 縮図…右の図
	 建物の高さ 10m
	 ［式］	 2 ＋ 4＋ 5.8 ＝ 11.8
	 	 59 ÷ 11.8 ＝ 5　　2× 5＝ 10
	 	 4 × 5＝ 20　　5.8 × 5＝ 29
	 ［答え］10cm・20cm・29cm
	 	 ※答えは順不同

	 ［式］ 1km＝ 1000m＝ 100000cm

	 	 20 ÷ 100000 ＝	 15000
	 	 25000m2＝ 250000000cm2

	 250000000 ×	 15000 	×	
1
5000 	＝ 10

	 ［答え］10cm2

答 え
1

2

A′

B′ C′
3cm

40°

3

4

	 （1）	y＝ 60÷ x　（2）6cm
	 （1）	y＝ 0.6 × x
	 （2）㋐	60　　㋑	240　　㋒	700

	 （1）	㋐	y＝	32 	× x　㋑	y＝	34 	× x

	 （2）	㋐のほうが 45gだけ重い。
	 （1）	8 回転　　（2）14回転

答 え
1

2

3

4

10～ 11ページ 12～ 13ページ
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算
　数

	 　（1）	図形を 2つに折るとぴったり重なる
ように対称の軸

じく
を引きます。

（2）	点Ｇに対応するのは点Ｅ、点Ｈに対応する
のは点Ｄなので、辺ＧＨに対応するのは辺	
ＥＤです。
	 　（1）	対応する点を結んだ直線が交わるとこ
ろが対称の中心Ｏになります。

（2）	点Ｍから点Ｏに引いた直線をのばすと辺	
ＡＬと交わります。これが点Ｎです。
	 　（1）	右の図で、対称
の軸が①のとき、カと
線対称な位置にある三
角形はア。対称の軸が
②のとき、カと線対称
な位置にある三角形はエです。

（2）	右の図で、対称の中心は
Ｏだから、アと点対称な位
置にある三角形はエです。

	 　正方形と長方形は、2本の
対角線の長さが等しいため、
長さの違う棒

ぼう
では作ることが

できません。
　平行四辺形とひし形は、2
本の対角線の長さがちがうの
で、それぞれの真ん中の点で
交わるようにすると、作るこ
とができます。

考 え 方
1

2

3

4

対
たい

称
しょう

な図形 円の面積07 08

	 （1）右の図
	 （2）辺ＥＤ
	 （3）角Ｈ

	 （1）	右の図の点Ｏ
	 （2）	右の図の点Ｎ
	 （1）	ア、エ
	 （2）	エ
	 イ、エ

答 え
1

2

3

4

	 （1）	［式］6 × 6× 3.14 ÷ 4＝ 28.26
	 	 ［答え］28.26cm2

	 （2）	［式］�2 ＋ 8� ÷ 2＝ 5
	 	 　 　5 × 5× 3.14 ＝ 78.5
	 8 ÷ 2＝ 4　4× 4× 3.14＝ 50.24
	 	 　 　78.5 － 50.24 ＝ 28.26
	 	 ［答え］28.26	cm2

	 ［式］4 × 2＝ 8　　4× 8＝ 32
4÷ 2＝ 2　2× 2× 3.14× 2＝ 25.12
32 － 25.12 ＝ 6.88　［答え］6.88cm2

	 （1）	［式］37.68 ＝ x× 2× 3.14
	 	 　 　x＝ 6
	 	 ［答え］6cm
	 （2）	［式］6 × 6× 3.14 ＝ 113.04
	 	 ［答え］113.04cm2

	 ［式］8÷2＝4　4×4×3.14＝50.24
8× 8÷ 2＝ 32　50.24 － 32＝ 18.24
	 ［答え］18.24cm2

答 え
1

2

3

4

14～ 15ページ 16～ 17ページ

A H

C D

G

FB

E

ウ エ

ア
イ オ

カ
②

①

ウ エ

ア
イ オ

カ
O

ひし形 平行四辺形

ひし形 平行四辺形

A

B
J

L

KC

D

M

H
E

F G

Ⅰ

O

N

	 　円の面積＝半径×半径×円周率
色のついた部分の面
積は、長方形から円
2つ分の面積を引い
たものです。

	 （1）	円周の長さ＝半径× 2× 3.14

	 下図より、色のついた部分の面積は、円の
面積から正方形の面積を引いたものです。
円の半径は、8÷ 2＝ 4�cm�
円の面積は、4× 4× 3.14 ＝ 50.24�cm2�
正方形の面積は、8×8÷2＝32�cm2�より、
　50.24 － 32＝ 18.24�cm2�
　

考 え 方
2

3
直径

4

8cm＝ ＝＋

8cm

8cm

8cm

8cm

4cm

4cm 4cm

2cm
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算
　数

	 　最適なグラフを選びます。
（1）	大小を比べる：棒

ぼう
グラフ

（2）	ちらばりの様子をみる：柱状グラフ
（3）	割

わり
合
あい
を表す：円グラフまたは帯グラフ

（4）	変化の様子をみる：折れ線グラフ
	 　（1）	平

へい
均
きん
値
ち
＝合計÷人数で求められます。

（2）	20 人のデータの中で最も多く出てくる
値
あたい
は 60分なので、最頻値は 60分です。

また、データを小さいほうから順に並
なら
べる

と、10番目が 40分、11番目が 50分なので、
中央値は、（40＋ 50）÷ 2＝ 45（分）です。

	 　（1）	グラフより、いちばん人数が多いのは
9秒以上 9.5 秒未満の階級です。

（2）	グラフより、8.5 秒以上 9秒未満の人数
は 7人、クラスの人数は、3＋ 6 ＋ 7 ＋ 8
＋ 6＋ 5＝ 35（人）なので、
　7÷ 35× 100＝ 20（％）

（3）	8.6 秒は、8.5 秒
以上 9 秒未満の階
級に入ります。右の
図のように、記録の
速いほうから順に番
号をつけていきます。
8.6 秒は、10 番目
から 16番目の間に
入ることがわかります。

考 え 方
1

3

4

	 　（1）	表をかいて考えます。
赤 ○ ○ ○ ○ ○
黒 ○ ○ ○ ○ ○
青 ○ ○ ○ ○ ○
緑 ○ ○ ○ ○ ○
茶 ○ ○ ○ ○ ○
黄 ○ ○ ○ ○ ○
（2）	「6本の中から選ばない 2本を決める」と
考えると、（1）と同じなので 15通りです。

	 　5つの班
はん
からいっ

しょに作業をする 2
つの班の組み合わせ
を考えると、右の表
より 10 回です。1
回の作業で 3 本の
木のなえを植えるか
ら、必要な木のなえは、3× 10＝ 30（本）
	 　北街道を通るときは 4通り、南街道を通
るときも 4通りなので、全部で、4× 2＝ 8	
（通り）
	 　（1）	十の位に０がこないことに注意します。

（2）、（3）樹形図をかいて考えます。

考 え 方
1

2

3

4

3
0
4
7

4
0
3
7

7
0
3
4

十の位 一の位 十の位 一の位 十の位 一の位

3

0

4

7

4

7

0

7

0

4

百の位 十の位 一の位 百の位 十の位 一の位

4

0

3

7

3

7

0

7

0

3

百の位 十の位 一の位

7

0

3

4

3

4

0

4

0

3

※（3）の偶数は、赤丸の数を数えます。
ぐうすう

場合の数09

	 （1）	15 通り　　（2）15通り
	 30 本
	 8 通り
	 （1）	9 通り（2）18通り（3）10通り

答 え
1

2

3

4

18～ 19ページ

1 2 3 4 5
1 ○ ○ ○ ○
2 × ○ ○ ○
3 × × ○ ○
4 × × × ○
5 × × × ×

資料の調べ方10

	 （1）	ア　（2）ウ　（3）イ　（4）エ
	 ① 2015　②増えた　③カキ
	 （1）	［式］（30＋60＋0＋60＋30＋	
	 20＋100＋40＋20＋90＋120	
	 ＋10＋60＋50＋40＋60＋10	
	 ＋40＋120＋50）÷ 20＝ 50.5
	 	 ［答え］50.5 分
	 （2）	最

さい
頻
ひん
値
ち
 60 分、中央値 45分

	 （1）	9 秒以上 9.5 秒未満
	 （2）	20％　（3）10番目から 16番目

答 え
1

2

3

4

20 ～ 21ページ

50m走の記録（人）

0

2

4

6

8

10

7.5 8 8.5 9 9.51010.5（秒）
①
②
③

④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
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数
　学

	 　（1）	円柱の体積＝底面積×高さ　だから、
　3× 3× 3.14 × 10＝ 282.6（cm3�

（2）	角柱の体積＝底面積×高さ　だから、
　6× 4÷ 2× 3＝ 36（cm3�

	 　立方体の体積は、6× 6× 6＝ 216（cm3）

三角柱の体積は、3×4÷2×9＝54（cm3）

	 　台形を底面とする角柱の体積は、
　�3＋ 5� × 2÷ 2× 7＝ 56（cm3�

直方体の体積は、4× 5× 7＝ 140（cm3�

立体の体積は、56＋ 140＝ 196（cm3�
	 　（2）	この水そうに 60L＝ 60000cm3の
水を入れたときの水の深さを x	cmとすると、
角柱の体積＝底面積×高さ　にあてはめて、
　60000＝ 50× 30× x
	 	 	 x＝ 60000÷1500	 x＝ 40（cm）

考 え 方
1

底面積 高さ

底面積 高さ

2
底面積 高さ

底面積 高さ

3

底面積 高さ

底面積 高さ

4

立体の体積11

	 （1）	［式］6 ÷ 2＝ 3
	 3 × 3× 3.14 × 10＝ 282.6
	 	 ［答え］282.6	cm3

	 （2）	［式］6 × 4÷ 2× 3＝ 36
	 	 ［答え］36cm3

	 ［式］ 6 × 6× 6＝ 216
	 	 3 × 4÷ 2× 9＝ 54
	 	 216 ÷ 54＝ 4　［答え］4 倍
	 ［式］	 �3 ＋ 5� × 2÷ 2× 7＝ 56
	 4 × 5× 7＝ 140　56＋ 140＝ 196
	 ［答え］196cm3

	 （1）	［式］1.5m＝ 150cm
	 	 　 　50 × 30× 150＝ 225000
	 	 ［答え］225000cm3

	 （2）	［式］60L＝ 60000cm3

	 	 　 　60000 ＝ 50× 30× x
	 	 　 　x＝ 40	 ［答え］40cm

答 え
1

2

3

4

22～ 23ページ

	 　（1）	0 より大きいから「＋」をつけて表し
ます。

（2）	0 より小さいから「－」をつけて表します。
	 　南へ進むことを「－」を使って表すから、
北へ進むことは「＋」を使って表します。

	 　「軽い」と「重い」など、反対の性質をも
つ 2つのことがらは、負の数を使うことで
「6kg軽い」「－ 6kg重い」のように、2通
りの表し方をすることができます。

考 え 方
1

2

3

正
せい

の数
すう

・負
ふ

の数
すう

文字と式

	 （1）	＋	34　　（2）－ 3.2

	 ＋ 10km
	 － 6kg重い

答 え

1

2

3

	 （1）	2m　（2）n
5　（3）30x－ 7

	 �4�	a－	b2
	 �1�	 30x 	時間　�2�（l－ 15n�	cm

答 え

1

2

24 ～ 25ページ

26～ 27ページ

中学数学
さきどり

中学数学
さきどり

	 　（1）	数は文字の前に書きます。「m2」と書
かないようにしましょう。

（3）	かけ算、わり算の記号のみ省略できるので、
「－」は省略せずに書きます。

（4）	ひき算とわり算の混じった式ではわり算を

先に計算するので、a－	b2 	となります。

	 　（1）	30 ÷ xを文字式を書くときのきまり

に従
したが
って書くと	30x 	です。

（2）	l－ 15× nを文字式を書くときのきまり
に従って書くと l－ 15nです。

考 え 方
1

2
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	 　二
に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ
やちっ素

そ
には、ものを燃やすは

たらきがありませんが、酸
さん
素
そ
にはそのはたら

きがあります。
	 　酸

さん
性
せい
の水よう液は、青色リトマス紙を赤色

にかえ、アルカリ性
せい
の水よう液は、赤色リト

マス紙を青色にかえます。中
ちゅう
性
せい
の水よう液

は、赤色リトマス紙も青色リトマス紙も色を
かえません。水

すい
酸
さん
化
か
ナトリウムの水よう液と

アンモニア水はアルカリ性、食塩水は中性の
水よう液です。
	 　（1）	鉄は塩

えん
酸
さん
にとけると別のものになり、

水分を蒸
じょう
発
はつ
させると白い粉として残ります。

鉄は磁
じ
石
しゃく
につきますが、この実験で蒸発皿

に残った白い粉は、磁石につきません。また、
この白い粉を塩酸に入れると、あわを出さず
にとけます。

（2）	アルミニウムは、塩酸にも水酸化ナトリウ
ムの水よう液にもとけますが、鉄は塩酸にし
かとけません。

	 　（1）	ア…植物は、日光が当たると水と二酸
化炭素から養分（でんぷん）を作り、酸素を
出します。
　イ…根からとり入れられた水の大部分は、
葉からからだの外に出ていきます。
　ウ…植物も動物と同じように呼

こ
吸
きゅう
します。

　エ…人の体重の約 60%が水の重さです。
	 　食べ物は、口→食

しょく
道
どう
→胃→小腸→大腸→

こう門
もん
の順に通ります。口で出ているだ液

えき
は

でんぷんを、胃で出ている胃
い
液
えき
はたんぱく質

を、小腸で出ている腸
ちょう
液
えき
はでんぷんとたん

ぱく質を消
しょう
化
か
します。

考 え 方
1

2

3

4

5

	 　（2）	水
すい
力
りょく
発
はつ
電
でん
は高い所から落ちてくる水

の勢いを利用することで電気をつくるため、
二
に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ
を出しません。

	 　（1）・（2）てこは、支
し
点
てん
で支え、力

りき
点
てん
に力

を加え、作
さ
用
よう
点
てん
に力がはたらくようなしくみ

になっています。支点から力点までのきょり
が短くなるほど、ものを動かすのに大きな力
が必要になるので、小さな力でものを持ち上
げるためには、支点から力点までのきょりを
長くします。

（3）	てこがつり合う条件は、
　	左のおもりの重さ	×	支点からのきょり
＝	右のおもりの重さ	×	支点からのきょり
です。右のうでを下にかたむけるはたらき
は 30 × 4＝ 120 なので、まず、左のうで
を下にかたむけるはたらきが		おもりの重さ	
× 6＝ 120 となるおもりの重さを求めます。
おもりの重さは 20gなので、10gのおもり
は 2個必要になります。

（4）	アが作用点、イが支点、ウが力点です。
	 　（1）	手回し発電機のハンドルを速く回すと、
強い電流がモーターに流れ、プロペラが速く
回ります。反対向きに回すと、電流が流れる
向きが反対になるので、モーターの回転の向
きも反対になります。

（2）	コンデンサーのたんしは、長いほうが＋極、
短いほうが－極です。コンデンサーにたくさ
んの電気をためて、豆電球につなぐと、明る
く、長く光ります。

考 え 方
1

2

3

	 イ　　	 イ・ウ・オ
	 （1）	イ　　（2）②
	 （1）	ウ　　（2）①	イ　②	ウ　③	ア
	 （1）	①	胃

い
　②	小

しょう
腸
ちょう
　③	大

だい
腸
ちょう
　

	 （2）	イ

答 え
1 2

3

4

5

	 （1）	①	ウ　②	ア　③	イ　　（2）ア
	 （1）	ア　　（2）大きくなる。
	 （3）	2 個　　（4）ア
	 （1）	イ
	 （2）		発光ダイオードの＋極とコンデン

サーの＋極、発光ダイオードの－
極とコンデンサーの－極をそれぞ
れつなぐようにする。

答 え
1

2

3

ものの燃え方／水
すい

よう液
えき

／
生き物と環

かん

境
きょう01理科 環

かん

境
きょう

問題／てこのはたらき／
電気02

28～ 29ページ 30～ 31ページ
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	 　（2）・（3）月は、かたむきをかえながら、
東→南→西と動きます。

（4）	月は約 30日で元の形にもどって見えます。
	 　ア…表面にクレーターがあるのは月です。
　イ…実際の大きさは月よりも太陽のほうが
大きいですが、太陽のほうが地球から遠い所
にあるので、同じくらいの大きさに見えます。
　ウ…月は太陽の光を反射してかがやいてい
ます。
　エ…月も太陽も球形をしています。
	 　土

ど
砂
しゃ
が海や湖に流れ込んだ場合、つぶの大

きいものほど早く沈
しず
みます。

	 　（1）	地
ち
層
そう
は、下から順にできていきます。

（2）	同じような大きさの砂が固まってできた岩
石は砂岩、れきや砂などが固まってできた岩
石はれき岩

がん
、どろなど細かいつぶが固まって

できた岩石はでい岩
がん
です。

（3）	アサリは、浅い海にすんでいます。
（4）	①～④の層は川の水の流れで運ばれたど
ろ・砂・れきが、つぶの大きさや重さによっ
て分けられ、積み重なったものです。これら
のつぶは、川を流れている間に角がとれたた
め、丸みをおびています。一方、⑤の層のつ
ぶは火

か
山
ざん
がふん火

か
して火

か
山
ざん
灰
ばい
が降

ふ
り積

つ
もって

できた層なので、角がけずられていません。
	 　大地の動きにより、急に地層に大きな力が
加わると、地層がずれることがあります。こ
れを断

だん
層
そう
といいます。

考 え 方
1

2

3

4

5

	 　音の出ているおんさ
は振
しん
動
どう
しています。水

面におんさがふれると、
おんさの振動に合わせ
て波が広がっていきま
す。

	 　［手順 1］の段階では、丸底フラスコの中
は空気で満たされているため、丸底フラスコ
をふると、すずの音は聞こえます。すずの振
動がすずのまわりの空気を振動させ、その振
動が丸底フラスコ（ガラス）→丸底フラスコ
の外の空気→こまくの順に伝わって、音が聞
こえます。
　一方、［手順 3］の段階では、すずのまわ
りに音を伝えるものがほとんどない状態なの
で、丸底フラスコをふっても、すずの音はほ
とんど聞こえません。

	 　山びこが聞こえてくるまでに、音は山と人
との間を往復しています。
したがって、山びこが 5秒後に聞こえたと
きの山と人とのきょりは、340 × 5÷ 2＝
850（m）です。

考 え 方
1

2

3

ヤッホー
5秒で往復＝片道に2.5秒

かたみち

340×5÷2＝850（m）

山

	 （1）	イ　　（2）	④　　（3）
	 （4）	ウ
	 ウ
	 ①	れき　②	砂

すな
　③	どろ

	 （1）	⑤　　（2）砂
さ
岩
がん
　　（3）ア

	 （4）		①～④の層
そう
のつぶは丸みをおびて

いるが、⑤の層のつぶは角ばって
いる。

	 イ

答 え
1

2

3

4

5

	 ア　　　　ア　　　　850m
答 え
1 2 3

月の動きと太陽／
大地のつくり03

32～ 33ページ 34～ 35ページ

音の伝わり方中学理科
さきどり
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	 　（1）	1868 年、新しい政治の方
ほう
針
しん
として五

ご

箇
か
条
じょう
の御

ご
誓
せい
文
もん
が発表されました。また、江

え

戸
ど
を東京と改め首都とし、年号も明

めい
治
じ
に改め

ました。こうした政治や社会の大きな変化を
明
めい
治
じ
維
い
新
しん
といいます。

（3）	①	帝
てい
国
こく
議
ぎ
会
かい
は衆議院と貴

き
族
ぞく
院
いん
で構成され

ていました。参議院は現在の国会です。②・
③	初代内

ない
閣
かく
総
そう
理
り
大
だい
臣
じん
となった伊

い
藤
とう
博
ひろ
文
ぶみ
は、皇

こう

帝
てい
の権力が強いドイツの憲

けん
法
ぽう
を手本にしました。

（5）	1925 年に制定された普
ふ
通
つう
選
せん
挙
きょ
法
ほう
によって、

納
のう
税
ぜい
額
がく
にかかわらず、25才以上のすべての

男性に選挙権があたえられました。さらに、
第二次世界大戦後の 1945 年には、20才以
上のすべての男女に選挙権が認められ、翌

よく
年
ねん

に行われた選挙では、女性の国会議員がたん
生しました。

（7）	1950 年代後半からの高
こう
度
ど
経
けい
済
ざい
成
せい
長
ちょう
で、

企
き
業
ぎょう
の経済活動が優

ゆう
先
せん
され、各地で公害に

よる被
ひ
害
がい
が起きました。また、1960年代に

は、大都市間を結ぶ高速道路が整備され始め
ました。一方で、農村から都市に働きに出る
人が増え、大都市への人口集中が進みました。

	 　（4）	鎖
さ
国
こく
下では、キリスト教を広めるおそ

れのないオランダ・中国（清
しん
）に限って、長

なが

崎
さき
で貿易を行いました。

考 え 方
1

2

	 　（5）	（1）の徳川慶喜は江
え
戸
ど
時代、（2）の北

条時宗は鎌
かま
倉
くら
時代、（3）の藤原道長は平

へい
安
あん
時

代、（4）の織田信長は室
むろ
町
まち
～安

あ
土
づち
桃
もも
山
やま
時代に

活やくしました。
	 　（1）	ウのかな文字は、漢字をもとにして日
本で生み出された文字です。

（2）	遣
けん
唐
とう
使
し
は、十数回にわたって派

は
遣
けん
されまし

た。多くの留学生・僧
そう
が唐にわたり、中国の

進んだ政治制度や文化を学び、日本の国づく
りや文化の発展に大きな影

えい
響
きょう
を与えました。

（3）	唐の高僧であった鑑
がん
真
じん
は、日本の寺や僧の

制度を整え、唐
とう
招
しょう
提
だい
寺
じ
を開きました。アの

法
ほう
隆
りゅう
寺
じ
は聖

しょう
徳
とく
太
たい
子
し
、イの東

とう
大
だい
寺
じ
は聖

しょう
武
む
天
てん

皇
のう
がつくりました。

（4）	ポルトガル人によって日本に鉄
てっ
砲
ぽう
が伝え

られたのは、室町時代の終わりごろの 1543
年なので、アはまちがいです。安土桃山時代
には、スペインやポルトガルと貿易を行いま
した。しかし、江戸時代には鎖

さ
国
こく
政
せい
策
さく
で両国

との貿易が禁止されました。
（6）	1905 年に日

にち
露
ろ
戦
せん
争
そう
で勝利した後、日本	

は韓国に対する影響を強め、韓国の政治を管
理する役所を置きました。そして、1910 年
に韓国併

へい
合
ごう
に関する条約を結ばせ、植民地と

しました。

考 え 方
1

2

	 （1）	五
ご
箇
か
条
じょう
の御

ご
誓
せい
文
もん
（五か条の御誓文）

	 （2）	地
ち
租
そ
改
かい
正
せい
　（3）①	× ②	○ ③	○

	 （4）	関
かん
東
とう
大
だい
震
しん
災
さい

	 （5）	①	イ・エ（順不同）
	 	 	②	例20 才以上のすべての男女

に選挙権
けん
があたえられたから。

	 《採点の仕方》
	 	「女性に選挙権が認

みと
められたから」で

も正解。
	 （6）	①	沖縄
	 	 ②	広島市・長崎市（順不同）
	 （7）	ア
	 （1）	ア 	（2）カ 	（3）エ 	（4）キ 	（5）イ

答 え
1

2

	 （1）	徳
とく
川
がわ
慶
よし
喜
のぶ
　（2）北

ほう
条
じょう
時
とき
宗
むね

	 （3）	藤
ふじ
原
わらの
 道
みち
長
なが
　（4）織

お
田
だ
信
のぶ
長
なが

	 （5）	（3）→（2）→（4）→（1）
	 （6）	板

いた
垣
がき
退
たい
助
すけ
　　（7）与

よ
謝
さ
野
の
晶
あき
子
こ

	 	（1）	ウ　（2）例中国の政治制度や文
化を学ばせて、日本の政治に取り入れ
るため。

	 	《採点の仕方》
	 	「中国の政治制度や文化」と	「日本に取り入
れようとしたこと」がそれぞれあれば正解。

	 （3）	ウ　（4）ア　（5）イ
	 （6）	①	韓

かん
国
こく
（大
だい
韓
かん
帝
てい
国
こく
）　②	イ

	 （7）	国
こく
際
さい
連
れん
合
ごう

答 え
1

2

歴史のまとめ（1）01社会 歴史のまとめ（2）02
36～ 37ページ 38～ 39ページ
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政治のしくみと国際社会03

	 　（2）	一つの機関に国の権力が集中すると、
国民の自由や権利がおびやかされるおそれが
あります。そこで、三権分立を取り入れて権
力を分散させています。
	 　（1）（2）日本国憲

けん
法
ぽう
では、第 1条で天

てん
皇
のう
は

国や国民の象
しょう
徴
ちょう
であり、国の政治を最終的

に決めるのは国民であるという国民主権の考
え方を示しています。第 9条では、平和を
願い、二度と戦争をしないという平和主義の
考えが述べられています。また、第 11条に
は人が生まれながらにしてもっている基本的
人権を尊

そん
重
ちょう
することが示されています。国

民主権、平和主義、基本的人権の尊重は、日
本国憲法の 3つの大きな原則です。

（3）	①	キリスト教を信じることは信教にあた
るので、オの信教の自由に反します。②	村
をはなれることは居住・移転にあたるので、
カの居住・移転、職業を選ぶ自由に反します。
③	学校に行くことは、エの教育を受ける権
利にあてはまります。
	 　（1）	地

ち
球
きゅう
温
おん
暖
だん
化
か
とは、大気中の二酸化炭

素などの増加で気温が上がることです。アは
酸性雨による被

ひ
害
がい
、イは海洋汚染の説明です。

（2）	アはユネスコ、イはユニセフ、ウは総会の
説明です。
�3�	中国は、日本の最大の貿易相手国です。日
本は中国へ機械の部品などを輸出し、組み立
てた機械や衣類などを輸入しています。

考 え 方
1

2

3

	 （1）	①	イ　②	ウ　③	ア
	 	（2）	例一つの機関に権

けん
力
りょく
を集中させ

ないため。
	 《採点の仕方》
	 「権力を分散させるため」でも正解。
	 （3）	税金
	 （1）	Ａ	イ　Ｂ	ウ　Ｃ	ア　（2）9
	 （3）	①	オ　②	カ　③	エ
	 （1）	ウ	（2）総会：ウ　ユニセフ：イ
	 （3）	 中

ちゅう
華
か
人
じん
民
みん
共
きょう
和
わ
国
こく
（中国）

答 え
1

2

3

40～ 41ページ

（1）	第二次世界大戦後、朝鮮半島では北に朝鮮
民主主義人民共和国（北朝鮮）、南に大

だい
韓
かん
民
みん

国
こく
（韓国）が成立しました。日本と韓国は

1965年に日韓基本条約を結んで国交を回復
しましたが、日本と北朝鮮は現在も国交を開
いていません。

（2）	ハングルは 15世紀の中ごろに朝鮮半島を
支配していた朝鮮国がつくった文字です。問
題の文字は「こんにちは」という意味です。

�4�	16 世紀後半、日本を統一した豊臣秀吉は、
明
みん
（中国）の征服を目指し、朝鮮半島に大軍

を送りました。
�5�	富

とみ
岡
おか
製
せい
糸
し
場
じょう
は、明

めい
治
じ
時代のはじめの1872

年に官営工場として開かれました。富岡製糸
場では、フランスから機械を買い入れ、技術
者を招いて生糸の生産を行いました。

�7�	世界は、ヨーロッパ・アフリカ・アジア・
南アメリカ・北アメリカ・オセアニアにわけ
ることができます。アジアの人口は世界の約
60％で、面積は 25％近くをしめます。アジ
アに次いで面積の広いアフリカの人口は世界
の約 20％です。アジアは限られた土地に非
常に多くの人が生活しています。

考 え 方

（1）	 朝
ちょう
鮮
せん
民
みん
主
しゅ
主
しゅ
義
ぎ
人
じん
民
みん
共
きょう
和
わ
国
こく
（北
きた
朝
ちょう
鮮
せん
）

（2）	ハングル　（3）梅
つ
雨
ゆ
　（4）豊

とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし

（5）	エ　（6）渡
と
来
らい
人
じん

（7）		例1地
ち
域
いき
ごとに見ると、アジアは人口・

面積ともに世界で最も多い。
	 	例2ほかの地域に比べて、アジアは面
積の割に人口が多い。

	 	例3アジアの人口密度はほかの地域に
比べて高い。

	 《採点の仕方》
	 	「ほかの地域と比べたときのアジアの
人口と面積の関係」が書かれていれば
正解。

答 え
43ページ

日本と韓国中学社会
さきどり
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英
　語

 

a e m

utp

  　省略
 ① clock　　② notebook　　③ lunch　　④ T-shirt　　⑤ box　　⑥ friend

 

e o o

y a r o

k n n t em i

i o i

n n m

n i g h e

h

w m n

答 え
1

2 3

4

5

 省略
 　 My birthday is in March.

 　 わたしの誕
たん
生
じょう
日
び
は３月です。

 ※自分の誕生月が書けていれば正解です。

 

 ② ２　　③ 4
 ※中国の春節の時期は年によって変わります。

答 え
1

2 例

3

4

アルファベットと英単語01

月・日にちと行事02

英語
44 ～ 45ページ

46～ 47ページ
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英
　語

  　省略
 　 I want to be an announcer.（わたしはアナウンサーになりたいです。）
 ※なりたい職業が書けていれば正解です。
 （職業の例）
 　baker（パン屋さん、パンを焼く人）
 　carpenter（大工）
 　dentist（歯科医）
 　mechanic（機械工）
 　pilot（パイロット）
 　singer（歌手）
 　nursery teacher/daycare teacher（保育士）

答 え
1 2

3 例

 ① am　　② I　　③ you, ?

 ① Ken is my friend.

 ② I like soccer.

 ③ I can play tennis.

 省略
  　 I want to be a singer. I can sing well.（わたしは歌手になりたいです。わたしは上

じょう
手
ず
に歌

うことができます。）
 ※将来何になりたいか、答えることができていれば正解です。

答 え
1

2

3

4 例

英語の文を書こう04
50 ～ 51ページ

将
しょう

来
らい

の夢について話そう03
48 ～ 49ページ
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算
　数

	 （1）	 23　　（2）
5
12　　（3）3

	 （4）	187 	 2
4
7 	

	 （1）	2500 － �x× 3＋ 300�
	 （2）	［式］2500－�680×3＋300�＝160
	 	 ［答え］160 円
	 y＝ 6.6 ÷ x

	 ［式］ 160× 1＋34 	＝280

	 	 280× 1－17 	＝240	［答え］240g

	 （1）	20 通り	 （2）10通り
	 （1）	［式］4 × 4× 3.14 ÷ 2＝ 25.12
	 	 　 　2 × 2× 3.14 ÷ 2＝ 6.28
	 	 　 　25.12 － 6.28 ＝ 18.84
	 	 ［答え］18.84cm2

	 （2）	［式］8 × 25÷ 2× 23＝ 2300
	 2300cm3＝�2300÷1000�L＝2.3L
	 	 ［答え］2.3L
	 ［式］ 45×2000×2000＝180000000
	 	 1ha＝ 100000000cm2

	 	 180000000cm2＝ 1.8ha
	 ［答え］1.8ha
	 （1）	右の図
	 （2）	75cm2

答 え

1

2

3

4

5

6

7

8

の割合を 1とすると、17 	だけ軽くなったか

ら、実際のカレーライスの 1食分の重さは

　280	×	 1	－	17 		＝	
2
40
80 × 6
7
1

	＝	240（g）

	 　（1）	テーブルの右はしにかざる花を赤に
したとき、左はしにかざる花は 4通りです。
ほかの 4色の花を右はしにかざったときも、
それぞれ 4通りあるので、かざり方は全部で、
4× 5＝ 20（通り）

（2）	（1）とちがい、選ぶ順番
は考えなくてよいので、右
の図の辺と対角線の数を数
えて、10通りです。

	 　（1）	大きさのちがう
3つの半円を右の図の
ようにそれぞれ A、B、
Cとします。
色のついた部分の面積は、半円 Bの面積か
ら半円Cの面積を引いて求めます。

	 1km＝ 1000m＝ 100000cm
を 50cmに縮小しているので、縮

しゅく
尺
しゃく
は

50
100000 	＝	

1
2000 	です。したがって、こ	

の長方形の土地の、実際の縦
たて
と横の長さは、

どちらも縮
しゅく
図
ず
での長方形の縦と横の長さの

2000倍の長さです。だから、実際の面積は、
　45×2000×2000＝180000000（cm2）
　1ha ＝ 10000m2 ＝ 100000000cm2 よ
り、180000000cm2 ＝ �180000000 ÷
100000000�ha＝ 1.8ha
	 　（1）	1 回ひろげるごとに考えていきます。

（2）	残った部分の面
積は、1辺が 10cm
の正方形の面積から、
底辺が 5cm、高さ
が 2.5cmの三角形
を 4 つ分引いたも
のなので、残った部分の面積は、
　10×10－5×2.5÷2×4＝75（cm2）

5

6

7

8

折り目
折り目

	 　おつり＝はらった金額－代金
	 　yが xに反比例しているから、x× yの値

あたい
	

はいつもきまった数になります。
	 　ごはんの重さの割

わり
合
あい
を 1とすると、予定し

ていたカレーの重さの割合は	34 	だから、予

定していたカレーライスの 1食分の重さは

　160	×	 1	＋	34 		＝	
1
40
60 × 7
4
1

	＝	280（g）

予定していたカレーライスの 1食分の重さ

考 え 方
2

3

4

まとめテスト算数

赤

白

ピンク 青

黄

16cm

ＢC

A

10

cm

10

cm

5cm
2.

5cm
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理
　科

	 Ａ…酸
さん
素
そ
　　Ｂ…入れかわった

	 ア…赤くなる　　イ…変化なし
	 ウ…とけない　　エ…とけない
	 オ…あわを出してとける
	

	 	電気をつくるときに、二
に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ
を出

さない点。
	 イ
	 6
	 明るく光る…イ　　長く光る…イ
	 位置…①　　形…ウ
	 角ばったつぶ

答 え
1

2

3

4

5

6

7

8

9

	 　日光が当たらない部分ではでんぷんが作ら
れないため、アルミニウムはくをまいた部分
は、ヨウ素

そ
液
えき
につけても青むらさき色にはな

りません。

	 　水
すい
力
りょく
発
はつ
電
でん
は高い所から落ちてくる水の勢

いを利用することで電気をつくるため、二酸
化炭素を出しません。一方、日本の電気の半
分以上をつくっている火

か
力
りょく
発
はつ
電
でん
は、石油や

石炭、天然ガスなどを燃やすことで電気をつ
くるので、二酸化炭素を出しています。

	 　食べ物は口→食
しょく
道
どう
→胃

い
→小
しょう
腸
ちょう
→大

だい
腸
ちょう
→

こう門
もん
の順に通ります。この道

みち
筋
すじ
を 消

しょう
化
か
管
かん

といいます。肺
はい
では、呼

こ
吸
きゅう
をするとき、酸

素を血
けつ
液
えき
中にとり入れ、血液中の二酸化炭素

を出しています。心
しん
臓
ぞう
は、ポンプのように動

いて、全身に血液を送り出すはたらきをしま
す。

	 　右のうでの目
め
盛
も
り 3につるしてあるおも

り 1個を左のうでの目盛り 6に移すと、次
の図のようになり、つり合います。

	 　手回し発電機のハンドルを回すほどコンデ
ンサーにたまる電気の量が多くなるため、豆
電球が明るく、かつ長く光ります。

	 　月の見える位置は日がたつにつれて西のほ
うから東のほうへと移動していきます。また、
月の形は日がたつにつれて右側から太って満

まん

月
げつ
になり、その後、右側から欠けていきます。

	 　火
か
山
ざん
のはたらきでできた層

そう
は、火山がふん

火
か
して火

か
山
ざん
灰
ばい
が降

ふ
り積

つ
もってできているので、

角がけずられず、角ばったつぶになります。

3

4

5

6

１ １ ２ ３ ４ ５ ６２３４５６

20g10g

左のうでを下に
かたむけるはたらき
　10　×　6　＝　60

（重さ）（きょり）

右のうでを下に
かたむけるはたらき
　20　×　3　＝　60

（重さ）（きょり）

7

8

9

	 　ものが燃えるためには、酸素が必要です。
①にはすき間がなく、新しい空気が入ってこ
ないため、びんの中の酸素が減っていきます。
また、あたためられた空気は上へ動くため、
②では次の図のようにびんの中の空気が入れ
かわり、ろうそくの火は燃え続けます。

	 　3種類の水
すい
よう液

えき
の中で、赤色リトマス紙

を青色にかえるのはアルカリ性の水
すい
酸
さん
化
か
ナト

リウムの水よう液だけなので、②は水酸化ナ
トリムの水よう液です。また、鉄があわを出
してとけるのは、塩

えん
酸
さん
に入れたときだけなの

で、①は塩酸です。残りの③は食塩水です。

考 え 方
1

空気の動き

2

まとめテスト理科
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社
　会

	 （1）	ア　　（2） 紫
むらさき
式
しき
部
ぶ

	 （3）	①	ウ　　②	カ　　③	イ
	 （4）		例大名は妻子を江

え
戸
ど
に住まわせ、

領地と江戸を 1年おきに行き来
する。

《採点の仕方》
大名の妻子を江戸に住まわせたことが
書けて 8点、大名が領地と江戸を行
き来したことが書けて 8点です。解
答に「妻子」「領地」を用いていない
場合は、それぞれ 4点の減点です。

	 （1）	①	○　　②	×　　③	○
	 （2）	①	イ　　②	ウ
	 （1）	①	国

こく
民
みん
主
しゅ
権
けん
　　②	ア

	 （2）	ウ

答 え
1

2

3

　③	明治政府は、西洋の国々に追いつくた
め、経済力と軍事力の強化をめざす富

ふ
国
こく
強
きょう

兵
へい
の政

せい
策
さく
をとりました。1872（明治 5）年

に出された徴
ちょう
兵
へい
令
れい
はその一つで、兵

へい
役
えき
を義

務づけて軍隊を整備しました。

（2）	②	日本は、1960 年代前後から急速に産
業が発展し、高度経済成長期をむかえました。
産業が発展する一方で、環

かん
境
きょう
の破

は
壊
かい
や健康

被
ひ
害
がい
といった公害問題が起こりました。現在

も裁
さい
判
ばん
が行われるなど、解決していない公害

問題があります。したがって、ウはまちがい
です。
　日本では、1967年に公害対策基本法が制
定され、1971 年には環

かん
境
きょう
庁
ちょう
が設置され、

公害問題の対策が本格化しました。

	 　（1）	①	日本国憲法には、国民主権、平和
主義、基本的人権の尊

そん
重
ちょう
という 3つの原則

があります。国会議員となる人を選挙で決め
るのは国民であり、これは国民主権の原則に
もとづいています。
　②	国会は衆

しゅう
議
ぎ
院
いん
と参議院の 2つの議院が

あり、話し合って政治の方
ほう
針
しん
を決めます。イ

は内
ない
閣
かく
、ウは裁判所の役

やく
割
わり
です。

（2）	Ｘの国は、日本のおもな石油輸入相手国の
一つであるサウジアラビアです。中

ちゅう
東
とう
に位

置するサウジアラビアは、乾
かん
燥
そう
した気候で国

土の大半が砂
さ
漠
ばく
です。国民の大多数はイス

ラム教徒です。なお、アはアメリカ合
がっ
衆
しゅう
国
こく
、

イは中
ちゅう
華
か
人
じん
民
みん
共
きょう
和
わ
国
こく
の説明です。

3

	 　（1）	 聖
しょう
徳
とく
太
たい
子
し
は、推

すい
古
こ
天
てん
皇
のう
のときに、蘇

そ

我
が
氏
し
と協力して天皇中心の国づくりをしまし

た。推古天皇のもとで、使者を送った国は隋
ずい

です。607 年に小
お
野
のの
妹
いも
子
こ
が遣

けん
隋
ずい
使
し
として送

られました。なお、唐
とう
は隋のあとに中国につ

くられた国です。
（4）	江

え
戸
ど
幕
ばく
府
ふ
は、武

ぶ
家
け
諸
しょ
法
はっ
度
と
を定めて全国の大

名を支配しました。3代将
しょう
軍
ぐん
の徳

とく
川
がわ
家
いえ
光
みつ
は、

武家諸法度で参
さん
勤
きん
交
こう
代
たい
の制度を定めました。	

	 　（1）	①	1894（明
めい
治
じ
27）年に始まった日

にっ

清
しん
戦争に勝利した日本は、賠

ばい
償
しょう
金
きん
を使って

福
ふく
岡
おか
県に八

や
幡
はた
製
せい
鉄
てつ
所
じょ
をつくり、1901（明治

34）年から操
そう
業
ぎょう
しました。

　②	士農工商は、江戸幕府のもとでの身分
制度です。明治政府は、1871（明治 4）年
に江戸時代の身分制度を改める法令を出し、
すべての国民を平等としました。

考 え 方
1

2

まとめテスト社会

参勤交代のおもな目的は、将軍と大名の

主
しゅ

従
じゅう

関
かん

係
けい

を確かにすることだよ。江戸と領

地を往復する費用や江戸での生活費などに

よって、大名の力は経
けい

済
ざい

的
てき

に弱くなったんだ。

地
ち

租
そ

改
かい

正
せい

も、富国強兵の政策の一つなん

だって。税を現金で納めさせることで、政

府の収入を安定させようとしたんだよ。
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国
　語

ま
と
め
テ
ス
ト

国語

　
　
ア
「
郵ゆ
う

便び
ん

局き
ょ
く

に
」
は
「
勤つ
と

め
て
い
る
」
を
、ウ
「
め

ず
ら
し
い
」
は
「
切
手
」
を
、
エ
「
こ
れ
ま
で
に
」
は

「
収し
ゅ
う

集し
ゅ
う
し
た
」
を
く
わ
し
く
し
て
い
る
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く
語ご

で
す
。

　
　「
耳
に
た
こ
が
で
き
る
」「
き
も
を
つ
ぶ
す
」
の
意
味

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
耳
に
た
こ
が
で
き
る
…
何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
か
さ

れ
て
う
ん
ざ
り
す
る

・
き
も
を
つ
ぶ
す
…
ひ
ど
く
お
ど
ろ
く

考
え
方

23

　
　
四
字
熟
語
の
意
味
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
自
画
自
賛
…
自
分
で
自
分
を
ほ
め
る
こ
と
。

・
完
全
無
欠
…
欠
点
が
な
く
完
全
で
あ
る
こ
と
。

　
　
相
手
が
「
先
生
」
の
場
合
は
、
自
分
の
動
作
を
へ
り

く
だ
っ
て
表
現
す
る「
け
ん
じ
ょ
う
語
」を
使
い
ま
す
。「
言

う
」
を
け
ん
じ
ょ
う
語
の
「
申
し
あ
げ
る
」「
申
す
」
に

改
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
次
の
ル
�
ル
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

︿
言
葉
の
あ
と
に
「
な
い
」
を
つ
け
た
と
き
﹀

・「
な
い
」
の
直
前
が
ア
段だ
ん
の
音
→
「
れ
る
」「
せ
る
」

・
そ
れ
以
外
の
音
→
「
ら
れ
る
」「
さ
せ
る
」

　
　
❶
⑵
「
背せ

筋す
じ

に
冷
た
い
も
の
が
す
べ
り
お
ち
た
」
に

最
も
あ
う
の
は
、
イ
「
お
び
え
て
い
る
」
で
す
。
ウ
「
た

め
ら
う
」
と
は
「
迷
う
」
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、
こ
の

と
き
の
気
持
ち
に
あ
い
ま
せ
ん
。

❷
⑵
な
ぜ
守も
り

口ぐ
ち

み
な
み
の
活
発
さ
が「
想
像
も
で
き
な
い
」

の
か
と
い
う
と
、
マ
チ
の
性
格
と
あ
ま
り
に
も
ち
が
う
か

ら
で
す
。
こ
の
点
を
ま
ず
お
さ
え
、
マ
チ
の
性
格
を
ま
と

め
ま
す
。

❹
直
前
の
文
に
、「
仕
事
が
い
や
な
の
で
は
な
く
て
、
こ

う
や
っ
て
流
さ
れ
て
し
ま
う
の
が
い
や
な
の
だ
と
告
げ
よ

う
と
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。「
こ
う
や
っ
て
流
さ
れ
る
」

の
部
分
は
、「
自
分
の
意
思
で
な
く
」「
周
囲
の
た
の
み
を

断
れ
ず
に
」
な
ど
、
指
示
語
を
ふ
く
ま
な
い
形
で
言
い
か

え
ま
し
ょ
う
。

4689

　
　
⑴ 

危
　
　
　
⑵ 
激
　
　
　
⑶ 

砂
糖

　
　
⑷ 

操
作
　
　
⑸ 
討
論
　
　
⑹ 

展
覧
会

　
　
主
語
＝
イ
　
　
述
語
＝
オ

　
　
修
飾
語
＝
ア
・
ウ
・
エ

　
　
⑴ 

イ
　
　
⑵ 

ア

　
　
⑴ 

自
画
自
賛
　
　
⑵ 

完
全
無
欠

　
　
イ

　
　
私
は
、先
生
に
自
分
の
考
え
を
申
し
あ
げ
る
。／

　
　
私
は
、
先
生
に
自
分
の
考
え
を
申
す
。
／

　
　
私
は
、
先
生
に
自
分
の
考
え
を
申
し
ま
す
。

　
　
⑴ 

ウ
　
　
⑵ 

イ

　
　
⑴  

×
＝
見
れ
な
か
っ
た
→
○
＝
見
ら
れ
な

か
っ
た

　
　
⑵ 

×
＝
解
か
さ
せ
る
→
○
＝
解
か
せ
る

　
　
❶
⑴ 

書
記
に
推す
い

せ
ん
さ
れ
た
（
9
字
）　
⑵ 

イ

　
　
❷
⑴ 

エ

　
　
⑵ 

例 

自
分
の
意
見
が
は
っ
き
り
主
張
で
き
ず
、

だ
れ
か
か
ら
た
の
ま
れ
ご
と
を
さ
れ
る
と

な
か
な
か
断
る
こ
と
が
で
き
な
い
内
気
な

マ
チ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
ち
が
う
か
ら
。

《
採
点
の
考
え
方
》

「
自
分
の
意
見
が
は
っ
き
り
主
張
で
き
な
い
」

123456789 答
え

「
た
の
ま
れ
ご
と
を
さ
れ
る
と
断
れ
な
い
」「
周

り
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
」
か
ら
一
つ
以
上
と
、

「（
マ
チ
と
み
な
み
が
）
あ
ま
り
に
も
ち
が
う
」

を
お
さ
え
る
。

　
　
❸ 

エ

　
　
❹ 

例 

仕
事
が
い
や
な
の
で
は
な
く
、
周
囲
の

た
の
み
を
断
れ
ず
に
仕
事
を
引
き
受
け

る
こ
と
が
い
や
な
の
だ
と
告
げ
た
か
っ

た
。（
47
字
）

《
採
点
の
考
え
方
》

「
仕
事
が
い
や
な
の
で
は
な
い
」「
流
さ
れ
る
の

が
い
や
」
の
二
点
を
お
さ
え
、
そ
れ
を
「
告
げ

た
か
っ
た
」
で
ま
と
め
る
。
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18

　
　
⑺ 

未
公
開
、
非
公
開
ど
ち
ら
も
公
開
し
て
い
な
い

こ
と
を
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
状
態
が
異
な
り
ま
す
。

「
未
公
開
」
は
「
ま
だ
公
開
し
て
い
な
い
（
こ
れ
か
ら
公

開
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
）」
と
き
に
使
い
、「
非
公
開
」

は
「
公
開
す
る
予
定
が
な
い
」
と
き
に
使
い
ま
す
。

考
え
方

3

　
　
⑴
の
文
を
単
語
に
分
け
る
と
、「
今
日
／
は
／
と
て

も
／
天
気
／
が
／
よ
い
」
と
な
り
、
単
語
の
数
は
六
つ
に

な
り
ま
す
。

⑵
の
文
を
単
語
に
分
け
る
と
、「
公
園
／
の
／
さ
く
ら
／

の
／
花
／
が
／
雨
／
で
／
散
る
」
と
な
り
、
単
語
の
数
は

九
つ
に
な
り
ま
す
。

　
　
⑴
「
暑
い
」
と
⑷
「
優や
さ

し
い
」
は
、
言
い
切
り
の
形

が
「
～
い
」
と
な
る
形
容
詞
、
⑵
「
立り
っ
派ぱ

だ
」
と
⑶
「
陽

気
だ
」
は
、
言
い
切
り
の
形
が
「
～
だ
」
と
な
る
形
容
動

詞
で
す
。

考
え
方

25

　
　
⑵
「
か
う
し
（
格
子
）」
の
「
か
う
」
は
「
ア
段だ
ん

＋

う
」の
組
み
合
わ
せ
で
す
。「
ア
段
＋
う
」を「
オ
段
＋
う
」

に
直
す
と
、「
こ
う
し
」
と
な
り
ま
す
。

⑸
ま
ず
、「
け
ふ
（
今
日
）」
の
「
ふ
」
を
「
う
」
に
直
す

と
、「
け
う
」
と
な
り
ま
す
。
次
に
「
エ
段
＋
う
」
を
「
イ

段
＋
ょ
う
」
に
直
し
て
「
き
ょ
う
」
と
な
り
ま
す
。

　
　
⑴
「
わ
ろ
き
」
の
言
い
切
り
の
形
は
「
わ
ろ
し
」
で

あ
り
、「
悪
い
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。「
わ
ろ
き
者
」

の
あ
と
に
は
「
が
（
は
）」
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
「
寸す
ん
」
は
昔
の
長
さ
の
単
位
で
、
一
寸
は
約
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
す
。「
い
と
」
は
、「
た
い
そ
う
・
と
て
も
」

と
い
う
意
味
で
す
。
ま
た
、「
う
つ
く
し
う
」
の
言
い
切

り
の
形
は
「
う
つ
く
し
」
で
、
こ
の
文
で
は
「
か
わ
い
ら

し
い
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

考
え
方

12

　
　
⑴ 

簡
単
→
単
純
→
純
真
→
真
実

　
　
⑵ 

太
陽
→
陽
性
→
性
格
→
格
言

　
　
⑶ 

伝
統
→
統
合
→
合
計
→
計
算

　
　
⑷ 

面
積
→
積
極
的
→
的
確
→
確
実

　
　
⑸ 

季
節
→
節
約
→
約
束

　
　
⑹ 

宿
敵
→
敵
対
→
対
比
→
比
率

　
　
Ａ 

言
葉
＝
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
　
意
味
＝
イ

　
　
Ｂ 

言
葉
＝
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
　
意
味
＝
ウ

　
　
Ｃ 

言
葉
＝
ニ
ー
ズ
　
　
　
　
意
味
＝
ア

　
　
Ｄ 

言
葉
＝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　
意
味
＝
エ

　
　
⑴ 

非
　
　
⑵ 

未
　
　
⑶ 

不

　
　
⑷ 

無
　
　
⑸ 

不
　
　
⑹ 

未

　
　
⑺ 

未
（
非
）  

　
　
　
⑻ 

無

　
　
⑴ 

就
職
　
　
　
⑵ 

痛
切
　
　
⑶ 

火
山
灰

　
　
⑷ 

専
門
家
　
　
⑸ 

蒸
気
　
　
⑹ 

家
賃

　
　
⑺ 

体
操
　
　
　
⑻ 

宗
教

1234 答
え

　
　
⑴ 

親
戚
や
／
友
達
に
／
年
賀
状
を
／
書
く
。

　
　
⑵ 

冬
に
／
な
る
と
／
と
き
ど
き
／
雪
が
／
降
る
。

　
　
⑶  

ぼ
く
は
／
昨
日
／
お
も
し
ろ
い
／
本
を
／

読
ん
だ
。

　
　
⑴ 

六
　
　
⑵ 

九

　
　
両
親
・
わ
た
し
・
三
人
・
新
幹
線
・
東
京

　
　
⑴ 

食
べ
る
　
　
⑵ 

見
る
　
　
⑶ 

す
る

　
　
⑴ 

ア
　
　
⑵ 

イ
　
　
⑶ 

イ
　
　
⑷ 

ア

　
　
①
ウ
　
　
②
イ
　
　
③
エ

123456 答
え

　
　
⑴ 

い
な
か
　
　
　
⑵ 

こ
う
し
　
　
⑶ 

に
お
い

　
　
⑷ 

じ
ご
く
　
　
　
⑸ 

き
ょ
う

　
　
⑴ 

ウ
　
　
⑵ 

ア

12 答
え

漢
字
・
言
葉
の
学
習 

⑥

11

57
ペ
ー
ジ

55
ペ
ー
ジ

文
節
と
単
語
・
品ひ

ん

詞し

中学国語
さきどり

53
ペ
ー
ジ

古
文
を
読
ん
で
み
よ
う

中学国語
さきどり
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直
後
の
段だ
ん
落ら
く
に
理
由
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

考
え
方

1
　
　
例 

江
戸
時
代
に
は
商
売
が
さ
か
ん
に
な
り
、
町

人
の
子
ど
も
が
商
売
に
欠
か
せ
な
い
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
勉
強
す
る
場
所
が
必

要
に
な
っ
て
き
た
か
ら
。

《
採
点
の
仕
方
》

商
売
が
さ
か
ん
に
な
っ
た
と
い
う
背
景
、
商
売
に

欠
か
せ
な
い
力
を
身
に
つ
け
る
、
勉
強
す
る
た
め

の
場
所
が
必
要
、
の
三
つ
を
ま
と
め
る
。

　
　
ア

　
　
ａ
＝ 

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
進
み
具
合
に
合
わ

せ
て

　
　
ｂ
＝
別
々
の
勉
強
を
し
て
い
た

　
　
ｃ
＝ 

大
人
に
な
っ
て
役
に
立
つ
こ
と
を
優
先
的

に
教
え
て
い
た

　
　
イ
→
ウ
→
ア

　
　
Ｘ
＝
貴
族
や
武
士

　
　
Ｙ
＝
商
人
や
農
民
、
女
性
た
ち

　
　
エ

　
　
当
時
世
界
の
国
々
で
は
、

1234567 答
え

説
明
文
の
読
み
取
り 

③

09

62
ペ
ー
ジ

　  

・
　
　
程て
い

度ど

や
様
子
を
表
す
言
葉
を
た
く
さ
ん
知
っ

て
い
る
と
、
読
み
取
り
問
題
で
も
役
立
ち
ま
す
。

　
　
⑶
の「
朝
」は「
あ
さ（
毎
朝・朝
日
）」「
ち
ょ
う（
早

朝・朝
礼
）」、⑷
の「
菜
」は「
な（
菜
種
）」「
さ
い（
主
菜・ 

野
菜
・
菜
園
）」
と
二
通
り
の
読
み
方
が
あ
り
ま
す
。

考
え
方

1

2

3

江え

戸ど

や
大お
お

阪さ
か
、
京き
ょ
う

都と

の
よ
う
な
大
き
な
都
市
で
は
商

売
が
さ
か
ん
に
な
り
、
商
売
に
欠
か
せ
な
い
…
…
力
を

つ
け
る
場
所
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
（
8
～
11
行
目
）

　
こ
の
部
分
を
使
っ
て
答
え
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
寺
子
屋
の
運
営
に
幕ば
く
府ふ

や
藩は
ん
は
関
わ
ら
ず
、
町
人
な

ど
が
自
ら
行
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。
答
え
は
ア「
自
主
的
」

で
す
。
な
お
、イ
「
画
一
的
」
は
、す
べ
て
同
じ
に
そ
ろ
っ

て
い
る
様
子
を
指
し
ま
す
。

　
　
一
つ
目
の
特と
く

徴ち
ょ
う

は
、
21
行
目
か
ら
書
か
れ
て
い
ま

す
。
ａ
と
ｂ
は
26
～
27
行
目
の
「
先
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
子

ど
も
の
進
み
具
合
に
合
わ
せ
て
指
導
し
、
生
徒
は
別
々
の

勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
」
を
使
い
ま
す
。
ｃ
は
二
つ
目
の

特
徴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
、「
ふ
た
つ
め
の
特
徴
は
、
大

人
に
な
っ
て
役
に
立
つ
こ
と
を
優ゆ

う
先せ

ん
的て

き
に
教
え
て
い
た
こ

と
（
30
～
31
行
目
）」
を
用
い
て
書
き
ま
す
。

　
　
適
切
で
な
い
も
の
を
選
ぶ
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

エ
は
、
28
～
29
行
目
に
「
男
女
で
も
学
習
内
容
が
ち
が
っ

て
い
て
」
と
あ
る
の
で
問
題
文
に
あ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

身
分
に
よ
っ
て
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
役
立
つ
内
容
も
変

わ
る
の
で
、
身
分
に
よ
っ
て
も
ち
が
う
授
業
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　
　
前
半
は
寺
子
屋
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
21

～
40
行
目
に
か
け
て
寺
子
屋
の
三
つ
の
特
徴
が
述
べ
ら
れ
、

そ
の
あ
と
の
41
行
目
か
ら
は
、
当
時
の
世
界
と
日
本
の
識

字
率
や
教
育
の
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
話
題
が
変

わ
っ
て
い
ま
す
ね
。

2367

　
　
⑴ 

く
わ
し
く
　
　
⑵ 

だ
い
た
い

　
　
⑶ 

す
み
ず
み
ま
で
　
　
⑷ 

非
常
に

　
　
⑸ 

な
か
で
も
　
　
⑹ 

ゆ
っ
く
り
と

　
　
⑴ 

ど
　
　
　
エ

　
　
⑵ 

そ
　
　
　
ア

　
　
⑶ 

め
　
　
　
オ

　
　
⑷ 

ら
　
　
　
ウ

　
　
⑸ 

け
　
　
　
イ

　
　
⑴ 

信
　
　
　
⑵ 

路
　
　
　
⑶ 

朝
　
　
　
⑷ 

菜

　
　
⑴ 

尊
敬
　
　
⑵ 

磁
石
　
　
⑶ 

牛
乳

　
　
⑷ 

供
給
　
　
⑸ 

腹
筋
　
　
⑹ 

雑
誌

　
　
⑺ 

卵
　
　
　
⑻ 

蚕

1234

漢
字
・
言
葉
の
学
習 

⑤

10

59
ペ
ー
ジ

答
え
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20

　
　
⑴
主
語
と
述
語
が
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
を
「
ね
じ

れ
」
と
い
い
ま
す
。
自
分
で
作
文
を
書
く
と
き
に
も
、
書

い
た
文
の
主
語
と
述
語
だ
け
を
取
り
出
し
て
、「
ね
じ
れ
」

に
な
っ
て
い
な
い
か
確か
く

認に
ん

す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑵
主
語
は
「
私
は
」
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
る
「
思

う
」「
考
え
る
」
な
ど
の
述
語
を
補
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

考
え
方

3
　
　
⑴ 

Ｘ
＝
ウ
　
　
Ｙ
＝
エ

　
　
⑵ 

×
起
き
れ
る
→
○
起
き
ら
れ
る

　
　
⑴ 

わ
か
ら
な
い

　
　
⑵ 

晴
れ
た
ら
（
晴
れ
た
な
ら
ば
）

　
　
⑴ 

野
球
で
す

　
　
⑵ 

彼
の
意
見
は
正
し
い
と
思
う

　
　
⑴ 

×
原
→
○
源
　
　
⑵ 

×
暑
→
○
署

　
　
⑶ 

×
臓
→
○
蔵
　
　
⑷ 

×
拝
→
○
俳

　
　
⑴ 

ま
い
ご
　
　
⑵ 

か
わ
ら
　
　
⑶ 

ま
じ
め

　
　
⑷ 

え
が
お
　
　
⑸ 

め
が
ね

　
　
⑴ 

部
首
エ
・
①
貴
　
　
②
賃

　
　
⑵ 

部
首
ア
・
①
胸
　
　
②
脳

　
　
⑶ 

部
首
イ
・
①
雑
　
　
②
難

　
　
⑷ 

部
首
ウ
・
①
陛
　
　
②
除

123456 答
え

　
　「
ハ
ル
に
『
か
た
、
痛
い
ん
ち
ゃ
う
ん
？
』
と
声
を

か
け
ら
れ
た
か
ら
。」
で
は
不
十
分
で
す
。
樹
里
の
か
た

の
異い

変へ
ん

に
ほ
か
の
部
員
は
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

樹
里
は
か
た
が
痛
い
こ
と
を
か
く
し
て
い
た
の
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
　「
沸ふ
っ
点て
ん
」
と
は
、液
体
が
沸ふ
っ
騰と
う
す
る
と
き
の
温
度
で
す
。

こ
こ
で
は
感
情
が
限
界
に
達
し
た
こ
と
の
た
と
え
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
が
答
え
で
す
。

　
　
26
行
目
に
「
パ
ラ
パ
ラ
と
部
員
が
集
ま
っ
て
き
た
」

と
あ
る
よ
う
に
、
ほ
か
の
部
員
た
ち
も
こ
の
場
に
い
る
の

で
す
ね
。
ハ
ル
が
思
わ
ず
泣
く
と
、部
員
の
一
人
が「
樹
里
、

言
い
す
ぎ
ち
ゃ
う
？
（
34
行
目
）」
と
樹
里
を
非ひ

難な
ん

し
て

い
ま
す
。
自
分
が
み
ん
な
の
前
で
泣
い
た
こ
と
で
、
樹
里

が
「
悪
者
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を

ハ
ル
は
お
そ
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。

　
　
―
―
―
⑥
の
あ
と
を
読
ん
で
、「
自
分
の
た
め
の
な

み
だ
」
と
「
そ
れ
と
は
少
し
ち
が
う
な
み
だ
」
が
指
す
内

容
を
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
た
め
の
な
み
だ

・（
め
い
わ
く
と
い
う
）
き
つ
い
言
葉
に
傷
つ
い
た

そ
れ
と
は
少
し
ち
が
う
な
み
だ

・ 

樹
里
の
、
泣
き
だ
す
寸す
ん
前ぜ
ん
の
子
ど
も
の
よ
う
な
ひ
と
み

に
心
動
か
さ
れ
て
い
た
。

・
樹
里
は
、
心
の
う
ち
を
さ
ら
け
だ
し
て
く
れ
た
。

　
こ
の
内
容
を
「
～
で
は
な
く
、
～
と
い
う
こ
と
。」
の

形
に
あ
う
よ
う
に
ま
と
め
ま
す
。

考
え
方

2456

　
　
⑴ 

勝
気
　
　
　
⑵ 

ア

　
　
例 

か
た
を
痛い
た

め
て
い
る
こ
と
を
か
く
し
て
い
た

の
に
、ハ
ル
に
気
づ
か
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

《
採
点
の
仕
方
》

か
た
を
痛
め
て
い
る
こ
と
を
「
か
く
し
て
い
た
」

こ
と
も
答
え
に
入
れ
る
。

　
　
Ｘ
＝
例
心
配
し
た
（
4
字
）

　
　
Ｙ
＝ 

例
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
座
か
ら
引
き
ず
り
下

ろ
そ
う
（
17
字
）

　
　
イ

　
　
例 

ハ
ル
は
樹じ
ゅ

里り

が
悪
い
と
は
思
っ
て
い
な
い

の
に
、
部
員
た
ち
の
前
で
樹
里
に
責
め
ら
れ

て
泣
く
自
分
の
姿
を
さ
ら
す
こ
と
で
、
樹

里
が
一
方
的
な
加
害
者
に
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
。

《
採
点
の
仕
方
》

「
部
員
た
ち
の
前
で
泣
く
こ
と
で
」「
樹
里
が
悪
い

と
思
わ
れ
て
し
ま
う
」
を
ま
と
め
る
。「
ハ
ル
は
樹

里
が
悪
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
」と
い
う
点
も
書
く
。

　
　
例  

樹
里
の
き
つ
い
言
葉
に
傷き
ず

つ
い
て
流
す
な

み
だ
で
は
な
く
、
樹
里
が
心
の
う
ち
を
さ

ら
け
出
し
て
く
れ
た
こ
と
に
心
を
動
か
さ

れ
て
流
す
な
み
だ
だ
と
い
う
こ
と
。

《
採
点
の
仕
方
》

「
傷
つ
い
た
な
み
だ
」
と
「
心
を
動
か
さ
れ
た
な

み
だ
」
の
両
方
を
書
く
。

123456
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2120

国
　語

　  

～
　  

　
敬け
い

語ご

に
は
次
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

・ 

尊そ
ん
敬け
い
語ご 

：
相
手
や
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
を
高
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
尊
敬
の
気
持
ち
を
表
す
言
葉
。

・ 

け
ん
じ
ょ
う
語 

：
自
分
が
へ
り
く
だ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

相
手
や
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
を
敬う
や
ま

う
気
持
ち
を
表
す
言
葉
。

・ 

て
い
ね
い
語 

：
聞
き
手
や
読
み
手
に
敬
意
を
表
し
て
、

て
い
ね
い
に
表
現
す
る
言
葉
。

考
え
方

1

3
　
　
⑴ 

イ
　
　
⑵ 
ア
　
　
⑶ 

ウ

　
　
⑴ 

さ
し
あ
げ
ま
し
た

　
　
⑵ 

お
読
み
に
な
る
（
読
ま
れ
る
）

　
　
・
×
い
た
だ
い
た
　
　
→
○
め
し
あ
が
っ
た

　
　
・
×
お
答
え
に
な
っ
た
→
○
お
答
え
し
た

　
　
⑴ 

イ
　
　
⑵ 

ア

　
　
⑶ 

×
と
こ
ろ
で
→
○ 

例 

だ
か
ら

　
　
⑴ 

異
な
る
　
　
⑵ 

疑
う
　
　
　
⑶ 

厳
し
い

　
　
⑷ 

染
ま
る
　
　
⑸ 

縮
ま
る
　
　
⑹ 

届
く

　
　
⑺ 

補
う
　
　
　
⑻ 

痛
い
　
　
　
⑼ 

忘
れ
る

　
　
⑽ 

降
り
る

12345 答
え

漢
字
・
言
葉
の
学
習 

③

05

71
ペ
ー
ジ

　
　
5
行
目
に
「
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
次
の
二
つ

で
す
」
と
あ
り
ま
す
ね
。
一
つ
目
は
6
行
目
か
ら
、
二
つ

目
は
21
行
目
か
ら
書
か
れ
て
い
ま
す
。

・ 

一
つ
は
、
…
…
穀こ
く

物も
つ

と
呼よ

ば
れ
る
植
物
た
ち
は
、
ど

れ
も
さ
い
ば
い
植
物
、
つ
ま
り
人
間
が
作
っ
た
植
物

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。（
6
～
7
行
目
）

・ 

穀
物
と
呼
ば
れ
る
植
物
に
共
通
な
も
う
一
つ
の
性
質

は
、
彼か

れ
ら
が
ど
れ
も
一
年
生
植
物
（
一
年
草
）
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。（
21
～
22
行
目
）

考
え
方

1

　
　
―
―
―
②
の
直
前
に
、「
さ
い
ば
い
植
物
は
、
自
力

で
は
生
き
て
は
ゆ
け
ま
せ
ん
（
7
～
8
行
目
）」
と
あ
り

ま
す
。
人
間
は
さ
い
ば
い
植
物
を
食
べ
て
栄
養
を
得
、
作

物
は
人
間
が
手
を
貸
す
こ
と
で
生
き
て
い
け
る
の
で
す
ね
。

人
間
と
作
物
は
協
力
し
合
い
な
が
ら
生
き
る
「
共き
ょ
う

存そ
ん

関

係
」
に
あ
る
の
で
す
。
エ
が
答
え
で
す
。

　
　
さ
い
ば
い
植
物
と
対
比
さ
れ
る
野
生
植
物
は
、「
そ

の
生せ
い
存ぞ
ん
に
、
人
間
の
手
助
け
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
（
16
～

17
行
目
）」
と
あ
り
ま
す
。
Ｘ
に
は
こ
の
内
容
が
入
り
そ

う
で
す
が
、
空く
う

欄ら
ん

に
う
ま
く
入
り
ま
せ
ん
。
19
～
20
行
目

に
、
こ
れ
を
言
い
か
え
た
「
人
間
と
ま
っ
た
く
無
関
係
に

生
き
て
い
る
」
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
空
欄
に
あ
て
は
ま
り

ま
す
。
Ｙ
は
、
18
行
目
の
「
現
代
で
は
」
が
手
が
か
り
に

な
り
ま
す
。「
ど
ん
な
野
生
植
物
も
多
少
な
り
と
も
人
間

と
の
か
か
わ
り
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
（
18
～
19
行
目
）」

の
部
分
が
答
え
で
す
。

　
　
前
後
の
つ
な
が
り
に
注
目
し
て
考
え
ま
す
。並へ
い

立り
つ（

並

列
）
を
表
す
「
ま
た
」
が
適
切
で
す
。

　
　
穀
物
に
適
し
た
植
物
の
性
質
と
は
、「
品
種
改
良
の

ス
ピ
ー
ド
が
速
い
（
31
～
32
行
目
）」「
同
じ
面
積
の
土
地

に
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
（
39
行
目
）」
る
、
つ
ま
り
、「
人

間
が
改
良
し
や
す
く
、
よ
り
多
く
の
株か
ぶ

を
さ
い
ば
い
で
き

る
（
40
行
目
）」
と
い
う
点
で
し
た
ね
。
こ
の
部
分
を
答

え
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

2345

　  

・

 

さ
い
ば
い
植
物
（
人
間
が
作
っ
た
植
物
）

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　
・
例
一
年
生
植
物（
一
年
草
）で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

《
採
点
の
仕
方
》

「
～
こ
と
。」「
～
性
質
。」
の
形
で
ま
と
め
る
。

　
　
エ

　
　
Ｘ
＝
人
間
と
ま
っ
た
く
無
関
係

　
　
Ｙ
＝
人
間
と
の
か
か
わ
り

　
　
イ

　
　
例 

人
間
が
改
良
し
や
す
く
、
よ
り
多
く
の
株

を
さ
い
ば
い
で
き
る

1

例

2345
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23

国
　語

22

　
　「
⑴
の
「
新
緑
」
は
「
新
し
い
緑
」、
⑺
の
「
曲
線
」

は
「
曲
が
っ
た
線
」
で
す
か
ら
、
上
の
漢
字
が
下
の
漢
字

を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く
（
説
明
）
す
る
関
係
に
あ
り
ま
す
。
⑷
の
「
乗

車
」
は
「
車
に
乗
る
」、⑻
の
「
着
席
」
は
「
席
に
着
く
」
で
、

下
の
漢
字
が
上
の
漢
字
の
目
的
を
表
し
て
い
ま
す
ね
。
⑹

の
「
人
造
」
は
「
人
が
造
る
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
、
主

語
と
述
語
の
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
。

考
え
方

1
　
　
⑴ 

ウ
　
　
⑵ 
ア
　
　
⑶ 

イ
　
　
⑷ 

エ

　
　
⑸ 

カ
　
　
⑹ 
オ
　
　
⑺ 

ウ
　
　
⑻ 

エ

　
　
⑼ 

イ
　
　
⑽ 

カ

　
　
⑴ 

経
済
／
的
　
　
⑵ 

入
場
／
券

　
　
⑶ 

新
／
発
売
　
　
⑷ 

不
／
注
意

　
　
⑴ 

右
往
左
往
　
　
⑵ 

一
石
二
鳥

　
　
⑶ 

単
刀
直
入

　
　
⑴ 

ウ
　
　
⑵ 

ア
　
　
⑶ 

イ

　
　
①
エ
　
　
②
イ
　
　
③
ア

　
　
⑴ 

①
潮
　
　
②
塩
　
　
　
⑵ 

①
暖
　
　
②
温

　
　
⑶ 

①
誤
　
　
②
謝
　
　
　
⑷ 

①
勤
　
　
②
務

　
　
⑸ 

①
破
　
　
②
敗

123456 答
え

　
　
3
～
4
行
目
に
「
ほ
ん
と
う
は
」
で
始
ま
る
文
、「
ほ

ん
と
う
は
お
く
び
ょ
う
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
び

く
び
く
し
て
、
き
も
ち
が
動ど

う

よ
う
す
る
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
部
分
の
最
初
と
最
後
を
書
き
ぬ
き
ま
す
。

考
え
方

1

　
　「
俊し
ゅ
ん
一い
ち
か
ら
た
す
き
を
受
け
と
る
と
き
」、
つ
ま
り
、

ま
さ
に
こ
れ
か
ら
自
分
が
走
る
と
い
う
場
面
で
す
。
こ
の

と
き
の
気
持
ち
を
確か
く
認に
ん
し
ま
し
ょ
う
。

ち
ゃ
ん
と
走
れ
る
だ
ろ
う
か
。
と
ち
ゅ
う
で
腹ふ
く
痛つ
う
で
も

お
こ
し
て
、
ぶ
ざ
ま
な
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う

か
。（
10
～
11
行
目
）

　
　
19
行
目
か
ら
の
流
れ
を
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。
予
定
よ

り
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
自
分
の

ペ
ー
ス
に
も
ど
そ
う
と
し
た
と
き
、
観
客
の
中
に
山や
ま
本も
と
美み

智ち

乃の

を
ふ
く
む
ク
ラ
ス
の
女
子
を
見
つ
け
、
ま
た
い
つ
も

よ
り
速
い
ペ
ー
ス
に
も
ど
し
た
の
で
す
ね
。
正ま
さ

信の
ぶ

は
山
本

美
智
乃
の
こ
と
が
「
大
好
き
だ
っ
た
」（
25
～
26
行
目
）

と
あ
り
ま
す
。

　
　「
き
っ
と
美
智
乃
た
ち
は
、
大
喜
び
し
て
い
る
は
ず

だ
」（
29
行
目
）
と
あ
る
よ
う
に
、
彼か
の

女じ
ょ

た
ち
に
よ
い
と

こ
ろ
を
見
せ
た
正
信
は
、
内
心
「
う
ま
く
い
っ
た
ぞ
！
」

と
思
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。（
　
Ａ
　
）に
は
、「
思

い
ど
お
り
に
な
っ
て
満
足
す
る
」と
い
っ
た
意
味
の
ウ「
に

ん
ま
り
し
な
が
ら
」
が
入
り
ま
す
。

　
　
同
じ
言
葉
の
く
り
返
し
に
は
、
強
調
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。
女
の
子
に
み
え
を
張
っ
た
が
た
め
に
、
走
り
続
け

る
こ
と
が
つ
ら
く
な
っ
た
正
信
は
、
自
分
は
「
ば
か
な
や

つ
」
だ
と
く
や
み
、「
は
ず
か
し
い
こ
と
だ
」
と
思
っ
た

の
で
す
ね
。「
…
…
な
ん
て
」
と
く
り
返
す
こ
と
で
、
自

分
を
は
じ
る
心
情
を
強
調
し
て
い
る
の
で
す
。

2345

　
　
最
初
＝
お
く
び
ょ
う

　
　
最
後
＝
動
よ
う
す
る

　
　
例 

自
分
が
ち
ゃ
ん
と
走
れ
る
だ
ろ
う
か
と
か

ん
が
え
る
と
、
不
安
で
た
ま
ら
な
か
っ
た

か
ら
。

《
採
点
の
仕
方
》

「
ち
ゃ
ん
と
走
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
正ま
さ

信の
ぶ

の

思
い
を
お
さ
え
た
う
え
で
、「
不
安
」「
心
配
」「
緊

張
」
な
ど
の
言
葉
を
つ
け
加
え
る
。

　
　
例 

大
好
き
な
女
の
子
の
前
で
よ
い
と
こ
ろ
を

見
せ
た
か
っ
た
か
ら
。

《
採
点
の
仕
方
》

「
大
好
き
な
女
の
子
」
に
「
よ
い
と
こ
ろ
を
見
せ

た
い
」と
い
う
内
容
を
お
さ
え
、理
由
を
表
す「
～

か
ら
。」
で
終
わ
る
。

　
　
ウ

　
　
イ

12345
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2322

国
　語

　  

、 

　  

　
文
の
中
の
「
何
が
（
は
）」「
だ
れ
が
（
は
）」

に
あ
た
る
言
葉
を
主
語
、「
ど
う
す
る
」「
ど
ん
な
だ
」「
何

だ
」「
あ
る
（
な
い
）」
に
あ
た
る
言
葉
を
述
語
、「
ど
ん
な
」

「
ど
の
よ
う
に
」「
ど
こ
に
」「
い
つ
」「
何
を
」
な
ど
、
主

語
や
述
語
を
く
わ
し
く
す
る
言
葉
を
修し
ゅ
う

飾
し
ょ
く
語ご

と
い
い
ま

す
。 考

え
方

1

2
　
　
⑴ 

主
語
　
公
園
は
　
　
述
語
　
大
き
い

　
　
⑵ 

主
語
　
弟
が
　
　
　
述
語
　
投
げ
た

　
　
⑴ 

ア 

⑵ 
ウ

　
　
⑴ 

手 

⑵ 

①
エ
　
　
②
ウ

　
　
⑴ 

イ 

⑵ 

エ

　
　
⑴ 

例 

弟
に
は
勝
て
る
だ
ろ
う
と
高
を
く
く
っ

て
い
た
ら
、
負
け
て
し
ま
っ
た
。

　
　
⑵ 

例 

長
い
時
間
を
か
け
て
立
て
た
計
画
が
水

の
あ
わ
に
な
っ
た
。

　
　
⑴ 

①
欲
　
　
②
翌

　
　
⑵ 

①
優
　
　
②
郵

　
　
⑶ 

①
批
　
　
②
秘

　
　
⑷ 

①
簡
　
　
②
巻

123456 答
え

　
　
⑴
―
―
―
①
の
あ
と
で
は
「
発
声
学
習
の
能
力
を

も
つ
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
動
物
」
の
例
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
読
み
進
め
て
い
く
と
、
26
～
33

行
目
に
よ
く
似
た
「
発
声
学
習
で
き
る
動
物
」
と
い
う
表

現
が
見
つ
か
り
ま
す
。

・ 

じ
つ
は
、
発
声
学
習
で
き
る
動
物
に
は
「
息
を
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

（
26
～
27
行
目
）

・ 

…
…
発
声
学
習
で
き
る
オ
ウ
ム
や
九き
ゅ
う
官か
ん

鳥ち
ょ
う
、イ
ル
カ
、

ク
ジ
ラ
、
ヒ
ト
な
ど
は
、
自
分
の
意
思
で
自
由
に
息

を
止
め
た
り
吸す

っ
た
り
で
き
ま
す
。（
31
～
32
行
目
）

考
え
方

2

　
こ
こ
か
ら
、
発
声
学
習
で
き
る
動
物
は
「
自
分
の
意
思

で
自
由
に
息
を
止
め
た
り
吸
っ
た
り
す
る
こ
と
」
が
で
き

る
の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

⑵
33
行
目
か
ら
の
段
落
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
ぜ
発
声
学
習
で
き
る
動
物
だ
け
が
自
由
に
呼
吸
を

制
御
で
き
る
の
で
し
ょ
う
？
　
そ
の
理
由
と
し
て
、「
息

を
止
め
る
機
能
を
も
つ
こ
と
で
、
生せ
い

存ぞ
ん

に
有
利
に
な
っ

た
」
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
33
～
35
行
目
）

　
こ
こ
か
ら
「
生
存
に
有
利
」
を
書
き
ぬ
き
ま
す
。

　
　
発
声
学
習
の
能
力
を
も
つ
動
物
が
、「
自
由
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」
で
き
る
も
の
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
。
10
～
14

行
目
を
読
み
返
す
と
、
発
声
学
習
の
能
力
を
も
つ
オ
ウ
ム

や
九
官
鳥
が
「
鳴
き
声
の
出
し
方
を
学
習
で
き
る
」
動
物

と
し
て
し
ょ
う
か
い
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
自
由
に
呼
吸
を

制
御
で
き
れ
ば
「
鳴
き
声
」
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
、
だ
か
ら
発
声
学
習
が
可
能
に
な
る
の
で
す
ね
。

答
え
は
「
鳴
き
声
」
で
す
。

　
　
ア
・
イ
に
つ
い
て
は
、
問
題
文
に
記
述
が
あ
り
ま
せ

ん
。「
サ
ル
の
仲
間
で
あ
る
霊れ
い

長ち
ょ
う

類る
い

の
な
か
で
は
、
ヒ
ト

だ
け
し
か
発
声
学
習
が
で
き
ま
せ
ん
」（
22
～
23
行
目
）

と
あ
る
の
で
、ウ
も
誤あ
や
ま
り
で
す
。
エ
は
、「
多
く
の
動
物
は
、

生
ま
れ
つ
き
出
せ
る
鳴
き
声
が
決
ま
っ
て
お
り
、
新
た
な

鳴
き
声
の
出
し
方
を
学
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」（
5
～

7
行
目
）
に
あ
い
ま
す
。
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ウ

　
　
⑴ 

例 

自
分
の
意
思
で
自
由
に
息
を
止
め
た
り

吸
っ
た
り
す
る
こ
と
。

《
採
点
の
仕
方
》

「
自
由
に
呼こ

吸き
ゅ
う

を
制せ
い

御ぎ
ょ

す
る
こ
と
」「
呼
吸
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
」
で
も
正
解
。

　
　
⑵ 

生
存
に
有
利

　
　
鳴
き
声

　
　
エ

1234

漢
字
・
言
葉
の
学
習 

①

01

79
ペ
ー
ジ

国語

答
え

説
明
文
の
読
み
取
り 

①

02

77
ペ
ー
ジ



Ｚ会の総復習ドリル

6年生＋中学さきどり

問題を解き終わったら、 すぐに〇つけをしましょう。
間ちがえた問題は、 復習しましょう。

答えと
考え方

算数・理科・社会・英語の答えは反対側から始まります。

国 語 ……… 23

24


